学外研修報告
－低圧電気取扱業務特別教育受講報告－
工作部門（機械加工技術班）　林 祐太
1.はじめに（目的等）
ものづくりプラザにおいて，各種工作機械や電動工具やアーク溶接機の使用にあたり配線取り付け等の業務を行なっている。

電気（感電）に関する事故は死亡事故につながる割合も高く危険なため、配線作業や開閉器の操作業務において特別教育を受講する必要がある。今後の業務を安全に行うため、低圧（直流 750 ボルト以下,交流 600 ボルト以下）電気取扱い特別教育を受講した。
2.期間・場所

　期間：平成28年12月19日 ～ 平成28年12月20日（2日間）
　場所：東広島地域職業訓練センター（東広島市）
3.参加者等

　広島大学技術職員 1名，他機関 6名
4.研修内容
学科教育:
・低圧の電気に関する基礎知識
・低圧の電気設備に関する基礎知識
・低圧用の安全作業用具に関する基礎知識
・関連作業に関する事故事例

・低圧の活線近接作業の方法，関係法令

実技教育：絶縁用保護具，絶縁用防護具等の取扱い及び開閉器の操作
5.まとめと感想
100Vや200Vの電源は家庭でも使用するものであり、そこまで危険があるという認識を持っていなかったが、そういった意識から重大な事故につながっている事例が多くあることを知り、今後安全に関する意識を常に持つ必要があることがわかった。
特に、業務で使用するアーク溶接機や電動工具においては作業場所へ移動した上で使用することも多く事故件数も多いものであるとのことであり、配線の状況などの確認を確実に行う必要を理解することができた。
今回の特別教育で学んだことを生かし、自身だけでなく周囲の人も災害にあわないよう定期点検や使用時の安全確認を意識して業務に当たっていく。
